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  1979年に採択された女性差別撤廃条約 (the Convention on the Elimination of All Forms 
of Discrimination Against Women, CEDAW)は画期的な条約であったが、一つの難点は「女性
に対する暴力」が条文に明確に規定されていないことであり、条約採択の時期には国際社会は
未だ深刻な女性に対する暴力を真正面から検討していなかったことが分かる(山下 2010:9)。し
かしその後時を経ずして、女性に対する暴力撤廃へ向けた動きが本格化していく  (戒能 
2010:53)。なかでも、1993 年の「女性に対する暴力撤廃宣言 (the UN Declaration on the 
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り返し報道されており、国際社会でも注目されている一方で、日本国内での認知度は低く、ア
シッド・バイオレンスを主題にした日本語の論文は管見の限り皆無である。 
  1999年から 2013年までの間にアシッド・バイオレンスの被害にあった人の多くが女性であ
り（女性と男性の比率は、69％: 31％） (Acid Survivors Foundation 2013:12)、暴力発生に至
った経緯としては、土地・財産・金銭関係のトラブル、交際・結婚・性交渉の拒否、家族関係
のトラブル、夫婦間のトラブル、ダウリー（持参金）の支払いに関するトラブルなどがある 










形態の暴力とは独立した固有の犯罪とみなして刑罰を規定する (Acid Crime Control Act)と
ともに、その原因となる酸の流通をライセンス制度によって規制する法律 (Acid Control Act)
を 2002年に制定しているからである。その結果、バングラデシュでは、1984年の刑法改訂で
は一向に減らず、むしろそれ以降急増していったアシッド・バイオレンスが、2002 年からは
順調に減少する傾向にある（Kalantry & Kestenbaum 2011:23）。重要なことは、これが初め




のモデルとなっている。特に、UNICEF や Canadian International Development Agency 
(CIDA)などドナー機関からの援助を受けつつ、高度な医療技術を無償で提供する ASFの実践
はサバイバーにとって不可欠のものといえる (Haque 2007:121)。 
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で、サバイバー個人の経験と女性が直面する差別経験全体をグローバルな次元で結び付けよう
とするところに特徴があった (Anwary 2003:308-309)。特に Naripokkhoは、高度な医療技術
の提供と、捜査と訴追の手続きを強化するよう政府への圧力を高める必要性から、UNICEF
とのネットワークの形成に尽力した。 















  ASF による運動の最大の成果は、2002 年の法律制定にこぎつけたことである。特に Acid 







1984年に CEDAWを批准した際、2条 (締約国の差別撤廃義務)、13条 (家族給付についての
権利)、16条 1項 (c) (婚姻における同一の権利) と (f) (子の後見および養子縁組にかかわる同
一の権利) の 4条項を留保していた。その後 13条と 16条 1項 (f) の留保を撤回するも、残り
の 2 条項は現在まで留保が続いており、毎回のレポート審議で CEDAW 委員会から懸念が表
明されている (国際女性の地位協会 1993:35, 国際女性の地位協会 1997:55, 国際女性の地位
協会 2005:31)。またバングラデシュ国内からも、CEDAW 委員会に向けたオルタナティブ・
レポートという形で政府による CEDAW の留保を強く批判する声が上がっている (Ain o 
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